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施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
二
第
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項
の
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
の
氏
名
及
び
同
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
控
除
対
象
特
定
株
式
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
同
一

銘
柄
株
式
に
つ
い
て
同
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
旨
と
す
る
。

第
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
二
項
に
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
二
項
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
前
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
第
十
八
条
の
十
五
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
書
類
」

の
下
に「（
法
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
設
立
特
定
株
式
に
つ
い
て
法
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、当
該
書
類
又
は
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
）」を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
五
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
五
項
」
に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
項
各
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
一
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
五
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
五
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
八
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
八
項
」に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
一
項
」

を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

第
十
八
条
の
十
五
の
二
第
三
項
第
四
号
イ
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
九
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
九
項
第
一
号
」に
改
め
、

同
号
ロ
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
九
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
九
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
九
項
第
一
号
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
十
二
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
十
二
の
二
第
七

項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
九
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
九
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
九
項
第
一
号
」
を「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
九
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
九
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
九
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
九
項
」
に
、「
第
三

十
七
条
の
十
三
の
二
第
七
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
六
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
七
項
」
を
「
第

三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
七
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
十
項
」
を「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
十
項
」に
、「
第

二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
三
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
二
十
三
項
第
六
号
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
七
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
八
項
」
を
「
第

三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
第
一
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
三
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
二
十
三
項
第
四
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
五

条
の
十
二
の
三
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
三
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
二
十
三
項
第
五
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
三
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
五
条

の
十
二
の
三
第
二
十
三
項
第
六
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
三
項
第
七
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三

第
二
十
三
項
第
七
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
三
項
第
十
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
二
十
三
項
第
十
一
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
六
項
」
に
、「
第

二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
十
七
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
七
項
」を「
第

三
十
七
条
の
十
三
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
の
十
五
の
二
の
二
と
す
る
。

第
十
八
条
の
十
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
新
規
中
小
企
業
者
が
そ
の
設
立
の
際
に
発
行
し
た
株
式
の
取
得
に
要
し
た
金
額
の
控
除
等
）

第
十
八
条
の
十
五
の
二

法
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
そ
の
設
立
の
日
の
属
す
る
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
六
条
に
規
定
す
る
特
定
新
規
中
小
企
業
者

に
該
当
す
る
株
式
会
社
で
そ
の
設
立
の
日
以
後
の
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
株
式
会
社
が
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
第
八
条
第
五
号
ハ
に
該
当
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

法
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
控
除
対
象
設
立
特
定
株
式（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
控
除
対
象
設
立
特
定
株
式
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
取
得
（
法
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
し
た
日
の
属
す
る
年
中
の
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）と

す
る
。

一

特
定
株
式
会
社
（
施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
の
当
該
特
定
株
式
会
社
が
発
行
し
た
設

立
特
定
株
式
（
法
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
設
立
特
定
株
式
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
基
準
日
（
当
該
特
定
株
式
会
社
の
そ
の
設
立
の
日
の
属
す
る
年
十
二
月
三
十
一
日
を
い
う
。）に
お
い

て
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
実
の
確
認
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
（
ハ
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

イ

当
該
特
定
株
式
会
社
が
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
第
八
条
各
号
（
第
五
号
イ
又
は
ロ
及
び
第
六
号
イ
又
は
ロ
を
除
く
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
が
当
該
特
定
株
式
会
社
の
発
起
人
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
当
該
設
立
特
定
株
式
の
取
得
が
当
該
発
起
人
と
し
て
の
払
込
み
（
法
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
払
込

み
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
所
得
税
法
施
行
規
則
第
八
十
一
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
場
所
）、
払
込
み
に
よ
り
取
得
が
さ
れ
た

当
該
設
立
特
定
株
式
の
数
及
び
当
該
設
立
特
定
株
式
と
引
換
え
に
払
い
込
む
べ
き
額
並
び
に
そ
の
払
い
込
ん
だ
金
額

二

当
該
設
立
特
定
株
式
を
発
行
し
た
特
定
株
式
会
社
の
当
該
設
立
特
定
株
式
を
払
込
み
に
よ
り
取
得
を
し
た
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
が
当
該
特
定
株
式
会
社
の
成
立
の
日
に
お
い
て
施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
二

の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
の
確
認
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類

三

当
該
設
立
特
定
株
式
を
発
行
し
た
特
定
株
式
会
社
（
当
該
特
定
株
式
会
社
で
あ
つ
た
株
式
会
社
を
含
む
。）か
ら
交
付
を
受
け
た
当
該
設
立
特
定
株
式
を
払
込
み
に
よ
り
取
得
を
し
た
当
該
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住

者
が
有
す
る
当
該
特
定
株
式
会
社
の
株
式
の
当
該
取
得
の
時
（
当
該
取
得
の
時
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
最
初
の
取
得
の
時
）
以
後
の
当
該
株
式
の
異
動
に
つ
き
次
に
掲
げ
る
事
項
が
そ
の
異
動
ご
と
に
記
載
さ
れ
た
明
細
書

イ

異
動
事
由

ロ

異
動
年
月
日

ハ

異
動
し
た
株
式
の
数
及
び
当
該
異
動
直
後
に
お
い
て
有
す
る
株
式
の
数

ニ

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項




		2023-03-30T18:29:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



